
 

  

      足利市地域福祉会館だより  

令和６年３月号 足利市山下町 1312番地１  ☎ 0284－62－7690 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山前絵手紙愛好会さんの作品 
 
初春にちなんだ素晴
らしい絵手紙の作品を
いただきました。次回号
もお楽しみに！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康・福祉講座「音楽脳トレ」実施報告 

今年度は、認知症予防に役立つ音楽プログラムを体験する講

座を１２月１２日に実施しました。音楽講師の石川豊子さんの

キーボードの伴奏に合わせて歌を歌いながら、手指等を動かし

たり、歌詞の間違い探しや、歌詞の空白部分を埋めたりするプ

ログラムを実施しました。参加者も楽しく取り組んでいまし

た。 

まとめの話で、地域包括支援センター三重・山前の看護師 

柳田悟美さんから人との交流や日常生活における運動と睡眠

が認知症予防に有用であることを説明していただきました。 

 

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

  

人権トピックス  

「ネットで相手を傷つけないために」 

ネットでは、親しい友人同士の会話も画

面の文字になると誤って伝わり、大切な友

人を傷つけたり、誤解されることがありま

す。相手がどう言葉を受け取るかを考え

て、気を付けることが大切です。 

本当に伝えたいことは直接伝えること

も大切です。また、SNSなどは、匿名で簡

単に写真を投稿できますが、写真の位置情

報で、個人情報を割り出されることがあり

ます。一度投稿した情報をすべて消すこと

は不可能です。投稿は慎重に行うことと、

悪意のある悪口や書き込みは犯罪になる

ことを私たちは認識していく必要があり

ます。 
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📖人権関連貸出図書のご紹介📕 
 
 
 『聞き書き・関東大震災』 
  
１９２３年に起きた関東大震災から約百年。当
時の文化人などの日記や震災経験者の話など
から関東大震災を振り返ります。 
 
 
発行元：亜紀書房 
著者：森 まゆみ 
出版年：２０２３年 
 
☆ご興味のある方は会館まで!！ 
 

 

人権講演会「今いる場所から外の世界へ」開催報告  

講師：児童文学作家 こまつ あやこ さん 

  

 

親の希望で中学受験をして、中高一貫校に合格し、入学しました。しかし、校風が合わず、中学はや

り過ごしたものの、高校で自分の居場所がないと思い、高校 1年の６月で退学します。高校再受験にあ

たり、町の図書館と中学受験で通った塾が自分の居場所でした。その後、希望の高校に合格し、自分の

居場所を見つけます。新作『雨にシュクラン』（講談社）は、自分の居場所がない、居場所が合わないと

思っている子に届けたいという気持ちから書かれた作品です。これまでの作品に、マイノリティ（少数

派）と呼ばれる登場人物が出てくるのは、高校中退という多くの人が歩む道からはずれたご自身の経験

が原点となっています。生きづらさを感じている人に「こういう道もある」、「当たり前は一つでない」

ことを訴えられました。子どもへのメッセージとして「居場所を選び直すのは逃げではないこと」、大

人に向けて、「うわべの表情だけで判断するのではなく、話を聞いてほしいということ」、「好きなこと

を軸に一歩外へ出るサポートをしてほしい」と話されました。 

 

 

当館では生活上の各種相談を行っています。 

生活相談（経済問題）、職業相談、福祉相談 

◆相談受付時間 

平日 午前 8 時 30 分～午後 5 時 

編集後記✑ 
このたびの能登半島地震により犠牲になられた

方に哀悼の意を表しますとともに、被災された方に

心よりお見舞い申し上げます。当市も 5 年前の水

害,3 年前の林野火災に遭いました。災害はいつ起

こるか分かりません。日頃からの備えが大事です。 

当館、三重・山前・三和・筑波公民館との合同に

よる講演会を２月４日に開催しました。講師は、図

書館司書をされながら、児童文学を執筆されていま

す。司書と作家の仕事は本と子どもをつなぐという

共通の目標があり、二つで一つのライフワークとし

て考えています。作家になったきっかけは、小学 3

年の国語の授業で物語を書いた授業が楽しかった

ことが原点で、中学時代からコンクールへの応募

等、創作活動を始めます。 


